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「
芸
」
に
つ
い
て 義

太
夫
協
会
会
長 

原 

道
生 

 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

令
和
二
年
の
春
以
来
続
い
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
蔓
延
状
態
も
、
さ
い
わ
い
、
か
な
り
の
沈

静
化
に
向
か
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
な
っ
て
参
り
ま

し
た
。
け
れ
ど
も
、
相
手
は
、
し
ぶ
と
い
ウ
イ
ル
ス

の
こ
と
、
皆
様
方
に
は
、
今
後
も
用
心
に
努
め
ら
れ
、

お
健
や
か
に
お
過
ご
し
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
祈
り
申

し
上
げ
る
次
第
で
す
。 

 

と
こ
ろ
で
、
話
題
は
大
き
く
変
わ
り
ま
す
が
、
現

在
、
日
本
に
伝
わ
る
古
典
文
化
、
中
で
も
、
歌
舞
音

曲
系
の
伝
統
芸
能
、
例
え
ば
、
能
・
狂
言
・
歌
舞
伎
・

文
楽
・
邦
舞
・
邦
楽
な
ど
、
も
っ
ぱ
ら
演
者
の
身
体

そ
の
も
の
を
用
い
た
表
現
活
動
を
通
し
て
、
独
自
の

虚
構
の
世
界
の
創
造
を
目
ざ
そ
う
と
す
る
諸
ジ
ャ
ン

ル
に
あ
っ
て
は
、「
芸
」
と
い
う
こ
と
が
、
表
現
を
す

る
側
に
お
い
て
は
も
と
よ
り
、
そ
れ
を
享
受
・
鑑
賞

す
る
側
に
と
っ
て
も
、
特
別
に
重
要
な
要
因
と
し
て

考
え
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
そ
し

て
そ
の
こ
と
は
、
私
ど
も
義
太
夫
協
会
の
諸
活
動
の

場
合
に
関
し
て
も
、
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
る
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

そ
こ
で
、
今
回
は
、
お
正
月
ら
し
く
少
々
か
し
こ

ま
っ
て
、
義
太
夫
節
に
と
っ
て
も
最
重
要
事
項
で
あ

る
「
芸
」
と
い
う
も
の
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
自
覚

さ
れ
て
き
た
か
の
流
れ
の
跡
を
、
ご
く
大
雑
把
に
で

は
あ
り
ま
す
が
、
辿
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 

○ 

 
中
世
前
半
の
十
三
・
四
世
紀
に
な
る
と
、
そ
れ
以

前
の
時
代
に
比
べ
て
、
ず
っ
と
多
く
の
「
芸
」
の
種

類
が
、
文
学
作
品
の
上
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
す
。
今
、
そ
の
一
端
を
、『
方
丈
記
』
や
『
徒

然
草
』
、
そ
の
他
の
軍
記
物
語
や
説
話
集
の
中
か
ら
挙

げ
て
ゆ
く
と
、
琵
琶
・
囲
碁
・
舞
・
弓
術
・
馬
術
・

笛
・
今
様
（
流
行
歌
）
等
々
、
多
彩
な
「
芸
」
の
種

目
へ
の
関
心
が
広
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
さ
ま
を
う
か
が

う
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
中
で
も
、
注
目
す
べ

き
も
の
と
し
て
は
、『
徒
然
草
』
な
ど
が
代
表
的
な
の

で
す
が
、
そ
れ
ら
の
「
芸
」
を
身
に
付
け
よ
う
と
す

る
際
へ
の
自
覚
が
進
み
、
そ
う
し
た
「
芸
」
の
本
質

と
は
、
非
常
に
奥
深
く
且
つ
高
い
水
準
を
備
え
て
い

る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
習
得
す
る
た
め
に
は
、
一

方
な
ら
ぬ
稽
古
の
継
続
・
蓄
積
が
、
ど
ん
な
に
大
切

に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
点
に
ま
で
そ

の
認
識
が
深
め
ら
れ
る
に
至
っ
て
い
る
と
い
う
事
実

に
他
な
り
ま
せ
ん
。 

 

そ
し
て
、
さ
ら
に
そ
の
約
一
世
紀
後
、
そ
の
よ
う

な
「
芸
」
に
つ
い
て
の
認
識
は
、
世
阿
弥
を
始
め
と

す
る
プ
ロ
の
演
者
、
つ
ま
り
、
能
楽
関
係
者
た
ち
自

身
の
厳
し
い
実
体
験
に
基
づ
く
多
く
の
著
作
を
通
し

て
、
よ
り
具
体
性
を
帯
び
つ
つ
、
本
質
的
な
深
化
を

遂
げ
た
形
の
も
の
と
し
て
、
中
世
末
か
ら
近
世
へ
と

継
承
さ
れ
、
果
て
は
現
代
へ
ま
で
も
連
な
る
伝
統
芸

能
の
中
核
を
形
成
す
る
上
で
の
不
可
欠
な
要
因
と
も

な
っ
て
き
て
い
る
の
で
し
た
。 

 

ち
な
み
に
、
今
、
私
が
重
視
し
て
い
る
彼
ら
の
見

解
の
一
つ
に
、
中
世
の
最
末
期
に
成
立
し
た
『
八
帖

本
花
伝
書
』
中
に
あ
る
、「
芸
は
人
の
心
よ
り
出
る
こ

と
に
候
ふ
」
と
い
う
記
述
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
こ

で
は
、「
芸
」
と
い
う
、
演
者
が
自
身
の
身
体
を
用
い

て
行
な
う
表
現
活
動
を
、
単
に
そ
の
次
元
に
の
み
留

ま
る
技
術
的
な
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
そ
れ
を
演

ず
る
人
間
の
精
神
的
・
倫
理
的
な
も
の
と
の
密
接
な

結
合
に
よ
っ
て
創
り
出
さ
れ
る
価
値
の
高
い
営
為
と

し
て
捉
え
て
い
る
と
い
う
点
で
特
筆
す
べ
き
も
の
が

あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
し
か
も
、
こ
の
書
は
、

後
に
宇
治
加
賀
掾
や
竹
本
義
太
夫
の
浄
瑠
璃
の
「
芸
」

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る

も
の
な
の
で
し
た
。 

 

語
り
と
三
味
線
の
演
奏
を
通
し
て
、
生
き
た
人
間

の
表
現
に
努
め
る
義
太
夫
節
の
「
芸
」
の
原
点
は
、

こ
こ
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。 
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義
太
夫
協
会
法
人
化
五
〇
周
年
記
念
公
演 

 
義
太
夫
協
会
法
人
化
五
〇
周
年
の
演
奏
会
を
、
令

和
三
年
七
月
十
八
日
に
紀
尾
井
ホ
ー
ル
に
て
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
二
度
の
延
期
を
経
て
、
三
度
目
で
遂
に
実

現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

演
目
・
出
演
者
は
次
の
通
り
で
す
。 

『
長
生
殿
』 

浄
瑠
璃
：
竹
本
越
京
・
竹
本
綾
一
・
竹
本
京
之
助 

三
味
線
：
鶴
澤
三
寿
々
・
鶴
澤
津
賀
榮
・
鶴
澤
津

賀
花 

囃
子
：
望
月
太
左
衛
社
中 

『
嫗
山
姥
』
廓
噺
の
段 

浄
瑠
璃
：
竹
本
駒
之
助 

三
味
線
：
鶴
澤
津
賀
寿 

ツ
レ
：
鶴
澤
駒
治 

『
新
版
歌
祭
文
』 

野
崎
村
の
段 

久
作
：
竹
本
越
孝 

 

お
光
：
竹
本
土
佐
子 

お
染
：
竹
本
綾
之
助 

久
松
：
竹
本
土
佐
恵 

母
：
竹
本
越
若 

 
 

お
よ
し
：
竹
本
佳
之
助 

三
味
線
：
鶴
澤
寛
也 

ツ
レ:

鶴
澤
賀
寿 

高
音:

鶴
澤
弥
々 

 

お
め
で
た
い
演
目
で
あ
る
『
長
生
殿
』
は
是
非
今

回
の
記
念
公
演
に
と
決
定
し
ま
し
た
が
、
現
在
の
女

流
に
は
詳
細
を
知
る
も
の
が
お
ら
ず
、
朱
本
・
音
源

は
竹
本
弥
乃
太
夫
よ
り
提
供
し
て
頂
き
ま
し
た
。
囃

子
は
望
月
太
左
衛
社
中
で
、
新
た
に
作
調
し
て
頂
き

ま
し
た
。 

 

ご
挨
拶
は
原
会
長
、
司
会
・
進
行
は
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
鈴
木
桂
一
郎
氏
に
お
願
い
い
た
し
ま
し

た
。
鈴
木
氏
は
実
は
義
太
夫
教
室
の
Ｏ
Ｂ
と
い
う
こ

と
が
わ
か
り
、
打
ち
合
わ
せ
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
話

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

今
回
も
感
染
症
対
策
と
し
て
、
稽
古
の
時
点
か
ら

三
密
を
避
け
る
こ
と
を
心
が
け
ま
し
た
。
当
初
五
挺

五
枚
を
予
定
し
て
い
た
『
長
生
殿
』
は
三
挺
三
枚
に

変
更
い
た
し
ま
し
た
。
稽
古
場
は
広
い
場
所
を
確
保

し
、
頻
繁
に
換
気
、
消
毒
に
努
め
ま
し
た
。 

当
日
の
楽
屋
も
出
演
者
が
密
に
な
ら
な
い
よ
う

事
前
に
割
り
振
り
を
工
夫
い
た
し
ま
し
た
。 

席
数
を
半
分
に
減
ら
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
た

こ
と
が
残
念
で
す
が
、
多
く
の
制
限
の
中
で
も
、
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
会

員
の
皆
様
、
い
つ
も
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
ま
す
お

客
様
、
関
係
者
の
皆
様
の
お
陰
と
、
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

今
後
と
も
ど
う
ぞ
義
太
夫
協
会
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
公
演
部
） 

       

左：『嫗山姥』廓噺の段 

右上：『長生殿』 

右下：『新版歌祭文』 野崎村の段 

50 周年記念公演 YouTube 配信中！ 

令和 4 年 1 月 1 日～30 日 

〈1 か月限定配信〉 

①『長生殿』演奏、進行役の鈴木桂一郎氏

による作品紹介、原道生会長挨拶 

②『嫗山姥』廓噺の段の作品紹介と演奏 

③『新版歌祭文』 野崎村の段の作品紹介

と演奏 

以上 3 本の動画が無料でご覧いただけま

す。演奏の映像はカットなし！ ぜひご覧

ください。 

 

義太夫協会公式 

YouTube チャンネル 

https://www.youtube.com

/c/義太夫協会 
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八
月
公
演
・
義
太
夫
教
室
・
祖
先
祭
中
止 

女
流
義
太
夫
演
奏
会
八
月
公
演
〈
義
太
夫
の
怪

談
〉
は
、
関
係
者
体
調
不
良
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま

し
た
。「
怪
談
」
特
集
に
つ
い
て
は
、
本
年
八
月
に
同

内
容
の
公
演
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

義
太
夫
教
室
第
七
四
期
は
、
昨
年
春
か
ら
秋
に
か

け
て
起
こ
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
第
四

波
・
第
五
波
の
影
響
に
よ
り
、
や
む
な
く
開
催
を
断

念
い
た
し
ま
し
た
。 

 

祖
先
祭
も
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
一
昨
年
に
引
き

続
き
開
催
を
断
念
し
、
会
長
原
道
生
が
代
表
し
て
、

昨
年
十
一
月
二
六
日
に
墓
参
い
た
し
ま
し
た
。 

 

あ
め
か
ん
む
り
〈
雨
・
雷
・
雪
〉 

解
説
を
務
め
て 

二
〇
二
一
年
十
月
の
女
流
義
太
夫
演
奏
会
は
、

「
あ
め
か
ん
む
り
〈
雨
・
雷
・
雪
〉
」
と
題
し
て
開
催

さ
れ
、
満
員
と
な
り
ま
し
た
（
コ
ロ
ナ
禍
で
の
定
員

四
七
名
）
。 

最
初
の
演
目
は
『
生
写
朝
顔
話
』
大
井
川
の
段
、

雨
で
す
。「
越
す
に
越
さ
れ
ぬ
大
井
川
」
が
川
止
め
さ

れ
る
ほ
ど
の
大
雨
が
降
る
中
を
外
に
出
た
ら
、
本
当

に
危
な
い
。
雨
の
日
の
辺
り
は
暗
く
、
ま
た
雨
音
の

激
し
い
中
を
深
雪
は
「
放
し
て
」
と
叫
ん
で
駆
け
出

し
ま
す
。
新
幹
線
で
は
静
岡
・
掛
川
間
の
あ
っ
と
い

う
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
渡
る
時
に
は
思
い
を
馳
せ

た
い
も
の
で
す
。 

続
い
て
『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』
天
拝
山
の
段
は
雷
、

こ
の
曲
は
定
期
公
演
で
は
初
上
演
で
し
た
。
天
拝
山

は
太
宰
府
天
満
宮
の
西
南
、
標
高
約
二
五
〇
Ｍ
の
低

め
の
山
で
、
菅
原
道
真
が
何
度
も
登
頂
し
、
天
を
拝

し
た
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。「
梅
は
飛
び…

」

の
歌
は
、「
天
拝
山
」
の
中
で
「
菅
丞
相
が
」
梅
王
丸

の
忠
節
を
讃
え
、
三
つ
子
の
境
遇
を
嘆
い
て
詠
ん
だ

歌
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
寺
子
屋
」
で
「
松
王
丸
が
」
こ

の
歌
を
口
に
す
る
場
面
は
、
聴
い
て
い
る
人
の
心
を

打
つ
の
で
す
。 

最
後
は
『
傾
城
恋
飛
脚
』
新
口
村
の
段
、
雪
で
す
。

奈
良
県
橿
原
市
、
近
鉄
橿
原
線
「
新
ノ
口
」
駅
か
ら

徒
歩
約
三
分
の
善
福
寺
に
梅
川
忠
兵
衛
の
供
養
碑
が
、

約
七
分
の
安
楽
寺
に
は
墓
碑
が
あ
り
ま
す
。
近
松
原

作
の
設
定
は
雨
で
す
が
、
改
作
は
雪
。
光
を
反
射
し
、

音
を
悉
く
吸
い
取
り
、
儚
く
消
え
て
し
ま
う
雪
。
上

演
回
数
を
重
ね
、
長
く
愛
さ
れ
て
来
た
「
新
口
村
」

で
す
が
、
そ
の
大
き
な
要
因
は
雨
か
ら
雪
へ
の
思
い

切
っ
た
設
定
変
更
に
あ
り
ま
し
ょ
う
。 

今
後
も
様
々
な
企
画
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ

ひ
足
を
お
運
び
下
さ
い
。 

 
 

 
 

（
鶴
澤
三
寿
々
） 

 

学
校
巡
演 

 

文
化
芸
術
に
よ
る
子
供
育
成
総
合
事
業
「
語
っ
て

み
よ
う
！
義
太
夫
節
！
」（
制
作
：
有
限
会
社
古
典
空

間
）
が
今
年
は
全
四
校
で
行
わ
れ
、
竹
本
越
京
・
竹

本
京
之
助
・
竹
本
寿
々
女
、
鶴
澤
三
寿
々
・
鶴
澤
賀

寿
・
鶴
澤
弥
々
が
参
加
し
ま
し
た
。 

始
め
に
『
増
補
大
江
山
』
戻
り
橋
の
段
の
演
奏
を

聴
い
て
も
ら
い
、
義
太
夫
節
の
歴
史
、
太
夫
と
三
味

線
そ
れ
ぞ
れ
の
道
具
の
紹
介
、
役
割
等
を
、
ス
ク
リ

ー
ン
も
使
い
説
明
し
た
後
、
校
歌
が
義
太
夫
に
変

身
！
と
い
う
実
験
コ
ー
ナ
ー
に
続
き
ま
す
。
そ
の
後
、

『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』
車
曳
の
段
の
一
部
分
を
、
事

前
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
練
習
し
た
代
表
生
徒
が
肩
衣

を
付
け
て
元
気
に
語
る
姿
に
、「
昨
年
か
ら
コ
ロ
ナ
禍

で
様
々
な
行
事
が
中
止
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
生
徒

た
ち
の
生
き
生
き
と
し
た
発
表
を
見
て
感
無
量
」
と

涙
ぐ
む
先
生
も
い
ま
し
た
。
後
半
は
語
り
の
体
験
、

「
大
笑
い
」
で
更
に
盛
り
上
が
り
、
そ
の
ま
ま
全
員

の
「
口
上
」
で
最
後
の
演
目
、「
車
曳
」
を
演
奏
し
ま

し
た
。 

 

各
回
、
義
太
夫
節
に
触
れ
て
会
場
が
活
気
づ
く
様

子
が
好
評
で
し
た
。
来
年
度
も
採
択
が
決
定
し
ま
し

た
の
で
、
関
係
者
一
同
、
公
演
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

（
竹
本
寿
々
女
） 

代表生徒による発表の様子 
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コ
ロ
ナ
禍
で
の
取
組
〈
配
信
特
集
〉 

 
二
〇
二
〇
年
春
以
降
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
多
く

の
演
奏
会
が
中
止
に
な
る
中
、
正
会
員
に
よ
る
様
々

な
配
信
の
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

以
下
、
主
な
取
組
を
列
挙
し
ま
し
た
。
ま
だ
視
聴

可
能
な
も
の
も
ご
ざ
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

〈
二
〇
二
〇
年
〉 

・
五
月
一
〜
十
五
日 

二
〇
一
四
年
「
Ｎ
Ｙ
ジ
ャ
パ
ン

ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
公
演
」
竹
本
駒
之
助
、
鶴
澤
悠
美
、

鶴
澤
津
賀
花 

・
六
月
九
日
〜
ア
ー
ト
に
エ
ー
ル
を
！
「
ペ
ン
キ
屋

宇
佐
見
」
鶴
澤
慎
治 

・
六
月
〜 

図
夢
歌
舞
伎
「
忠
臣
蔵
」
竹
本
葵
太
夫 

・
七
月
二
三
日
〜
ア
ー
ト
に
エ
ー
ル
を
！ 
ち
ー
む

Ｄ
邦
楽
が
た
り
「
ざ
し
き
ぼ
っ
こ
」
鶴
澤
津
賀
寿 

・
七
月
二
五
日 

義
太
夫
協
会
公
式

Y
o
u
T
u
b
e

チ
ャ

ン
ネ
ル
開
設 

・
八
月
二
九
日 

中
村
吉
右
衛
門
配
信
特
別
公
演
「
須

磨
浦
」
竹
本
葵
太
夫 

・
十
月
一
日
「
藤
舎
千
穂 

p
r
e
s
e
n
t
s
 

お
囃
子
ラ
イ

ブ 

そ
の
参
」
鶴
澤
津
賀
寿 

・
十
月
二
日
「
八
王
子
車
人
形 

西
川
古
柳
座
公
演
」

西
川
古
柳 

・
十
一
月
二
八
日 

カ
ク
シ
ン
ハ
ン
「
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ

リ
エ
ッ
ト
」
鶴
澤
寛
也 

・
十
二
月
十
七
日
〜
「
第
四
回
酒
都
で
聴
く
女
流
義

太
夫
の
会
」
竹
本
駒
之
助
、
鶴
澤
津
賀
花
、
鶴
澤

駒
清 

〈
二
〇
二
一
年
〉 

・
二
月
二
七
日
～
「
横
須
賀
女
流
義
太
夫
演
奏
会
オ

ン
ラ
イ
ン
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
」
竹
本
寿
々
女
、
鶴
澤

津
賀
花 

・
三
月
三
〜
十
五
日
「
第
十
回
乙
女
文
楽
公
演
」
竹

本
越
孝
、
鶴
澤
津
賀
花
、
鶴
澤
弥
々 

・
五
月
二
二
日
～
「
神
楽
坂
ま
ち
舞
台
・
大
江
戸
め

ぐ
り
二
〇
二
一
」
竹
本
越
孝
、
竹
本
越
春
、
鶴
澤

寛
也
、
鶴
澤
津
賀
花 

・
五
月
二
三
日
～
「
神
楽
坂
ま
ち
舞
台
・
大
江
戸
め

ぐ
り
二
〇
二
一
」
竹
本
越
若
、
鶴
澤
賀
寿 

・
六
月
二
一
日
～
「
義
太
夫
節
を
ひ
も
と
く─

─

は

じ
め
て
の
女
流
義
太
夫(

ジ
ョ
ギ
！)

」
竹
本
越
孝
、

鶴
澤
寛
也
、
鶴
澤
賀
寿 

・
六
月
二
六
〜
七
月
十
二
日
「
横
須
賀
女
流
義
太
夫

演
奏
会
」
竹
本
駒
之
助
、
鶴
澤
津
賀
花 

・
九
月
五
日
「
天
空
の
黎
明
〜
ほ
く
さ
い
音
楽
博
」

竹
本
駒
之
助
、
竹
本
佳
之
助
、
竹
本
京
之
助
、
鶴

澤
賀
寿
、
鶴
澤
弥
々 

・
九
月
七
日
「
ち
ー
む
Ｄ 

L
I
V
E
 
I
N
 

南
青
山

M
A
N
D
A
L
A

」
鶴
澤
津
賀
寿 

・
九
月
二
八
〜
十
月
十
二
日 

婀
の
会
「
邦
楽
と
物

語
の
泉
」
竹
本
京
之
助
、
鶴
澤
津
賀
寿 

・
十
一
月
七
日
〜
「
空
か
ら
見
る
伝
統
力
」
鶴
澤
友

吉 

〈
二
〇
二
二
年
〉 

・
一
月
一
〜
三
一
日
「
義
太
夫
協
会
法
人
化
五
十
周

年
記
念
公
演
」 

 

竹
内
道
敬
先
生
の
思
い
出 

義
太
夫
協
会
主
催
「
義
太
夫
教
室
」
の
講
師
を
長

年
勤
め
ら
れ
た
竹
内
道
敬
先
生
が
、
昨
年
六
月
四
日

逝
去
さ
れ
ま
し
た
（
享
年
八
九
歳
）
。
義
太
夫
協
会
の

女
流
義
太
夫
公
演
で
は
、
九
〇
年
代
の
企
画
公
演
に

際
し
、
企
画
委
員
の
お
一
人
と
し
て
様
々
な
お
知
恵

を
お
貸
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

先
生
は
早
稲
田
大
学
で
の
歌
舞
伎
研
究
か
ら
近

世
の
伝
統
芸
能
・
邦
楽
研
究
の
道
に
入
ら
れ
、
国
立

音
楽
大
学
教
授
、
放
送
大
学
客
員
教
授
等
を
歴
任
。

文
化
教
室
の
受
講
者
に
も
多
く
の
フ
ァ
ン
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
長
年
、
古
曲
会
の
事
務
局
を
担
わ

れ
る
傍
ら
、
文
化
行
政
へ
の
提
言
、
歌
舞
伎
イ
ヤ
ホ

ン
ガ
イ
ド
、
新
作
邦
楽
の
作
詞
、
錦
絵
コ
レ
ク
タ
ー

と
多
方
面
で
ご
活
躍
で
し
た
。
私
は
数
年
間
古
曲
会

の
お
手
伝
い
を
い
た
し
ま
し
た
。
時
折
、
学
生
時
代

の
演
劇
活
動
な
ど
伝
統
芸
能
以
外
の
お
話
を
う
か
が

っ
た
こ
と
も
、
今
と
な
っ
て
は
貴
重
な
思
い
出
で
す
。 

改
め
て
先
生
の
多
く
の
ご
功
績
に
敬
意
を
表
す

る
と
共
に
、
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。 （

元
義
太
夫
協
会
・
古
曲
会
事
務
局 

岡
村
一
枝
） 義太夫教室六八期での竹内道敬先生 
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連
載 

名
優
と
義
太
夫
節 

【
第
五
回
】

市
川
猿
翁 

二
代
目
市
川
猿
之
助
は
孫
に
三
代
目
を
譲
り
初

代
市
川
猿
翁
を
名
乗
り
、
そ
の
三
代
目
猿
之
助
は
甥

に
四
代
目
を
譲
り
二
代
目
猿
翁
と
な
っ
た
。
い
ず
れ

も
と
き
に
「
異
端
」
と
さ
れ
な
が
ら
も
真
摯
に
歌
舞

伎
界
の
革
新
に
努
め
た
。 

初
代
猿
翁
は
文
楽
座
の
初
代
鶴
澤
道
八
と
組
ん

で
、
義
太
夫
地
の
歌
舞
伎
舞
踊
の
傑
作
を
生
み
出
し

て
い
る
。
儀
式
性
の
高
い
「
寿
式
三
番
叟
」
で
は
、

鈴
の
段
に
二
人
の
三
番
叟
が
愉
快
に
踊
り
抜
く
娯
楽

性
を
加
え
、
人
気
演
目
と
し
た
。
こ
と
に
姿
形
や
顔

が
よ
く
似
て
い
る
初
代
と
三
代
目
市
川
段
四
郎
親
子

は
、
早
間
の
振
り
に
な
っ
て
く
る
く
る
回
っ
て
入
れ

替
わ
っ
て
い
る
と
、
ど
ち
ら
が
ど
ち
ら
か
判
ら
な
く

な
る
と
評
判
だ
っ
た
。
二
代
目
花
柳
壽
應
振
付
の
現

場
に
い
た
二
代
目
花
柳
壽
楽
は
「
猿
翁
さ
ん
が
ね
、

息
子
の
段
四
郎
さ
ん
が
憶
え
な
い
と
だ
ん
だ
ん
じ
れ

て
き
て
『
も
う
い
っ
ぺ
ん
！
も
う
い
っ
ぺ
ん
！
』
っ

て…

熱
心
な
稽
古
で
し
た
よ
」
と
筆
者
に
聞
か
せ
て

く
れ
た
。 

初
代
が
得
意
と
し
た
舞
踊
を
二
代
目
が
撰
ん
だ

「
猿
翁
十
種
」
の
作
品
群
の
内
、
長
唄
掛
合
の
「
高

野
物
狂
」
は
竹
本
の
竹
澤
仲
造
作
曲
で
竹
本
連
中
が

勤
め
る
が
、「
二
人
三
番
叟
」「
道
行
初
音
旅
」「
小
鍛

冶
」「
酔
奴
」
等
は
「
文
楽
座
特
別
出
演
」
と
銘
打
っ

て
、
三
代
目
竹
本
相
生
太
夫
・
八
代
目
竹
本
綱
太
夫
・

三
代
目
竹
本
春
子
太
夫
・
九
代
目
竹
本
源
太
夫
、
初

代
鶴
澤
道
八
・
四
代
目
鶴
澤
清
六
・
十
代
目
竹
澤
彌

七
・
鶴
澤
清
治…

と
そ
の
時
代
を
代
表
す
る
太
夫
・

三
味
線
を
迎
え
て
上
演
さ
れ
て
き
た
。 

二
代
目
猿
翁
は
俳
優
の
基
礎
教
養
と
し
て
義
太

夫
節
を
学
ん
だ
。「
八
代
目
綱
太
夫
さ
ん
の
お
稽
古
は

タ
タ
キ
だ
け
ど
、
四
代
目
鶴
澤
清
六
さ
ん
は
い
い
音

で
弾
い
て
く
だ
さ
る
ん
で
語
っ
て
い
て
気
持
ち
が
良

か
っ
た
」
と
の
こ
と
。
稽
古
の
成
果
を
演
奏
会
で
発

表
し
た
こ
と
も
あ
り
、「
引
窓
」
を
語
っ
て
い
る
写
真

が
会
報
第
七
四
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
弟
の
四
代

目
市
川
段
四
郎
は
野
澤
松
之
輔
の
教
え
を
受
け
た
。

「
歌
舞
伎
作
品
の
作
曲
も
な
さ
る
方
だ
か
ら
『
義
太

夫
節
で
は
こ
う
で
す
が
舞
台
で
な
さ
る
な
ら
こ
う
な

さ
っ
た
ら
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
』
と
ア
ド
バ
イ
ス
し

て
く
れ
ま
し
た
。『
志
度
寺
』
な
ど
長
い
お
稽
古
な
の

で
何
か
食
べ
て
か
ら
行
か
な
い
と
お
腹
が
す
い
て
フ

ラ
フ
ラ
し
た
」
そ
う
で
あ
る
。 

二
代
目
猿
翁
は
、
「
現
代
に
適
合
し
た
義
太
夫
狂

言
の
見
せ
方
」
を
模
索
し
た
。
テ
ン
ポ
ア
ッ
プ
の
た

め
脚
本
・
演
出
の
再
検
討
を
多
数
行
い
、
ま
ず
「
ト

書
き
浄
瑠
璃
」
の
詞
章
削
除
に
意
を
注
い
だ
。「
舞
台

で
俳
優
が
し
ぐ
さ
で
見
せ
て
し
ま
う
こ
と
を
わ
ざ
わ

ざ
竹
本
が
述
べ
な
く
て
も
済
む
場
合
は
、
時
間
短
縮

の
た
め
割
愛
し
て
劇
の
流
れ
を
良
く
し
た
方
が
効
果

的
で
あ
る
」
と
い
う
方
針
。
そ
し
て
作
品
の
筋
を
き

ち
ん
と
通
し
た
上
で
見
世
物
的
な
ケ
レ
ン
演
出
も
加

え
て
観
客
を
飽
き
さ
せ
な
か
っ
た
。
補
綴
・
演
出
に

石
川
耕
士
を
迎
え
、
本
公
演
と
は
別
に
研
究
公
演
で

も
上
演
が
絶
え
て
い
る
作
品
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
多

数
行
っ
た
。「
歌
舞
伎
の
演
出
は
歌
舞
伎
音
楽
が
わ
か

ら
な
い
と
で
き
な
い
」
と
い
う
姿
勢
で
、
積
極
的
に

黒
御
簾
の
合
方
や
鳴
物
、
竹
本
の
メ
リ
ヤ
ス
の
曲
名

を
憶
え
た
。
現
在
行
わ
れ
て
い
る
新
作
歌
舞
伎
や
復

活
狂
言
製
作
の
工
程
は
、
二
代
目
の
こ
う
し
た
取
組

み
を
通
じ
て
手
順
が
確
立
さ
れ
た
と
筆
者
は
感
じ
る
。 

二
代
目
は
本
公
演
の
合
間
に
何
度
か
天
地
会
を

開
催
し
、
九
代
目
竹
本
源
太
夫
・
豊
竹
咲
太
夫
・
常

磐
津
一
巴
太
夫
・
常
磐
津
菊
三
郎…

と
い
っ
た
演
奏

家
も
役
者
ぶ
り
を
競
っ
た
。
二
代
目
の
親
友
で
あ
っ

た
源
太
夫
は
義
太
夫
狂
言
上
演
時
の
相
談
相
手
で
あ

っ
た
。「
義
太
夫
節
の
『
八
犬
伝
』
を
読
み
た
い
が
活

字
に
翻
刻
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
丸
本
を
読
ん
で
テ

ー
プ
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
」
と
二
代
目
か
ら
頼
ま
れ

た
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
あ
る
。 

二
代
目
は
門
閥
外
で
も
こ
れ
と
思
う
人
材
に
は

大
役
を
振
っ
て
経
験
を
積
ま
せ
育
成
し
た
。
竹
本
連

中
に
対
し
て
も
同
様
で
、
一
門
の
勉
強
会
に
出
た
十

九
歳
の
太
夫
に
注
目
し
、
翌
年
に
は
「
義
賢
最
期
」

を
語
ら
せ
た
。…

か
く
申
す
筆
者
で
あ
る
。
源
太
夫

も
二
代
目
や
歌
舞
伎
界
の
役
に
立
つ
よ
う
に
と
筆
者

に
数
々
の
指
導
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
。 

二
〇
二
一
年
四
月
、
歌
舞
伎
座
に
お
け
る
四
代
目

猿
之
助
に
よ
る
「
小
鍛
冶
」
は
、
初
め
て
文
楽
座
連

中
で
は
な
く
竹
本
連
中
を
起
用
し
て
上
演
さ
れ
た
。

文
楽
か
ら
竹
本
に
移
籍
し
た
四
代
目
清
六
門
弟
の
鶴

澤
正
一
郎
が
、「
文
楽
と
違
っ
て
皆
思
い
思
い
の
弾
き

方
で
合
奏
し
て
い
る
竹
本
の
三
味
線
方
を
揃
え
た
い
」

と
育
成
し
た
竹
本
研
修
生
が
中
心
と
な
っ
た
現
在
、

そ
の
努
力
が
結
実
し
た
現
象
と
い
え
る
。
竹
本
一
同

奮
起
し
て
勤
め
た
が
、
惜
し
い
こ
と
に
コ
ロ
ナ
禍
の

関
係
で
千
穐
楽
ま
で
二
日
を
残
し
て
公
演
打
切
り
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

＊
文
中
敬
称
を
略
し
ま
し
た
。 

原
稿
執
筆
中
の
十
一
月
十
七
日
に
鶴
澤
正
一
郎
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師
が
老
衰
の
た
め
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
九
十
歳
。

最
後
の
舞
台
は
二
〇
一
〇
年
一
月
歌
舞
伎
座
の
「
道

成
寺
道
行
」
で
し
た
。
文
中
の
会
報
第
七
四
号
は
義

太
夫
協
会
サ
イ
ト
の
「
義
太
夫
協
会
会
報
」
か
ら
ご

覧
頂
け
ま
す
。 

（
歌
舞
伎
義
太
夫 

太
夫 

竹
本
葵
太
夫
）  

■
協
会
・
正
会
員
の
主
な
動
き
■ 

令
和
三
年
七
月
～
十
二
月 

【
公
演
】 

 

※
中
止
・
延
期
と
な
っ
た
公
演
は×

印 

義
太
夫
協
会
／
義
太
夫
節
保
存
会
主
催
公
演 

「
女
流
義
太
夫
演
奏
会
」 

七
月
十
八
日
（
日
）
義
太
夫
協
会
法
人
化
五
〇
周

年
記
念
公
演 

紀
尾
井
小
ホ
ー
ル 

×

八
月
二
十
日
（
金
）
お
江
戸
日
本
橋
亭 

九
月
二
十
日
（
月
・
祝
）
お
江
戸
日
本
橋
亭 

十
月
二
十
日
（
水
）
お
江
戸
日
本
橋
亭 

十
一
月
二
八
日
（
日
）
国
立
演
芸
場 

十
二
月
十
九
日
（
日
）
紀
尾
井
小
ホ
ー
ル 

 正
会
員
主
催
公
演
（
協
会
後
援
分
） 

依
頼
公
演
・
協
力
公
演
（
＊
印
） 

「
じ
ょ
ぎ
」
＊
お
江
戸
上
野
広
小
路
亭 

 

七
月
一
・
二
日
、
九
月
一
・
二
日
、 

十
一
月
一
日
・
二
日 

「
ぎ
だ
ゆ
う
座
」
＊
お
江
戸
上
野
広
小
路
亭 

 

八
月
一
・
二
日
、
十
月
一
・
二
日
、 

十
二
月
一
・
二
日 

「
第
十
六
回
花
の
よ
う
に
香
れ 

女
流
義
太
夫
」
＊ 

十
月
十
七
日
（
日
）
蕨
市
立
文
化
ホ
ー
ル
く
る
る 

「
津
賀
寿
の
会
」 

十
月
二
九
日
（
金
）
Ｃ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
Ｎ 

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ 

「
次
世
代
を
担
う
伝
統
芸
能 

女
流
義
太
夫
演
奏
」
＊ 

十
一
月
二
三
日
（
火
）
豊
洲
文
化
セ
ン
タ
ー 

「
第
十
三
回
竹
本
土
佐
恵
の
会
」 

十
一
月
二
四
日
（
水
）
内
幸
町
ホ
ー
ル 

「
女
流
義
太
夫
と
上
方
舞
の
世
界
」
＊ 

十
二
月
十
一
日
（
土
）
紀
尾
井
小
ホ
ー
ル 

【
普
及
】 

義
太
夫
協
会
主
催
教
室 

◆
第
七
四
期
義
太
夫
教
室 

〔
実
践
コ
ー
ス
〕
九
月
～
三
月
【
中
止
】 

 

依
頼
事
業 

「
語
っ
て
み
よ
う
！
義
太
夫
節
！
」 

文
化
庁
主
催
「
文
化
芸
術
に
よ
る
子
供
育
成
総
合
事

業│
学
校
巡
回
公
演
事
業
」
（
制
作
：
古
典
空
間
） 

十
一
月
十
六
日 

三
次
市
立
吉
舎
中
学
校 

十
七
日 

広
島
市
立
城
山
中
学
校 

十
八
日 

光
市
立
光
井
中
学
校 

十
九
日 
宇
部
市
立
川
上
中
学
校 

【
運
営
】 

令
和
三
年
度
定
期
総
会 

七
月
二
九
日
（
木
） 

ビ
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
日
本
橋 

【
放
送
】 

◆
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
「
邦
楽
の
ひ
と
と
き
」 

七
月
二
八
日
（
水
）『
増
補 

菅
原
伝
授
手
習
鑑
』
松

王
屋
敷
の
段 

浄
瑠
璃
：
竹
本
土
佐
恵 

三
味

線
：
鶴
澤
駒
清 

八
月
十
一
日
（
水
）
『
絵
本
太
功
記
』
尼
ヶ
崎
の
段 

浄
瑠
璃
：
竹
本
越
京 

三
味
線
：
鶴
澤
三
寿
々 

十
二
月
十
五
日
（
水
）
『
本
朝
廿
四
孝
』
十
種
香
の

段 

浄
瑠
璃
：
竹
本
綾
之
助 

三
味
線
：
鶴
澤
津

賀
花 

 

■
協
会
・
正
会
員
の
今
後
の
動
き
■ 

令
和
四
年
一
月
～
六
月 

【
公
演
】 

義
太
夫
協
会
／
義
太
夫
節
保
存
会
主
催
公
演 

「
女
流
義
太
夫
演
奏
会
」 

一
月
二
十
日
（
木
）
お
江
戸
日
本
橋
亭 

二
月
二
十
日
（
日
）
紀
尾
井
小
ホ
ー
ル 

三
月
二
十
日
（
日
）
お
江
戸
日
本
橋
亭 

四
月
二
十
日
（
水
）
お
江
戸
日
本
橋
亭 

五
月
二
十
日
（
金
）
お
江
戸
日
本
橋
亭 

六
月
二
十
日
（
月
）
お
江
戸
日
本
橋
亭 

 

正
会
員
主
催
公
演
（
協
会
後
援
分
） 

依
頼
公
演
・
協
力
公
演
（
＊
印
） 

「
じ
ょ
ぎ
」
＊
お
江
戸
上
野
広
小
路
亭 

 

三
月
一
・
二
日
、
五
月
一
・
二
日 

「
ぎ
だ
ゆ
う
座
」
＊
お
江
戸
上
野
広
小
路
亭 

 

二
月
一
・
二
日
、
四
月
一
・
二
日
、 

六
月
一
・
二
日 

「
乙
女
文
楽
第
十
一
回
定
期
公
演
」 

一
月
二
二
日
（
土
）・
二
三
日
（
日
）
川
崎
市
国
際
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交
流
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル 

「
第
五
一
回
邦
楽
演
奏
会
」
＊ 

三
月
二
七
日
（
日
）
国
立
小
劇
場 

「
第
十
八
回
は
な
や
ぐ
ら
の
会
～
橋
本
治
さ
ん
を
偲

ん
で
～
」
四
月
十
日
（
日
）
紀
尾
井
小
ホ
ー
ル 

【
普
及
】 

第
七
四
期
義
太
夫
教
室 

入
門
コ
ー
ス 

豊
川
稲
荷
文
化
会
館 

 

■
寄
付
・
寄
贈
■ 

左
記
の
ご
寄
付
ご
寄
贈
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（
五
十
音
順
掲
載
） 

寄
付 

北
川
和
彦
様 

児
玉
信
様 

鈴
木
一
成
様 

林
操
様 

藤
江
清
克
様 

宮
崎
孝
徳
様 

宮
下
孝
弘
様 

望
月
太
左
衛
様 

寄
贈 

見
台
一
台 

篠
田
左
知
子
様 

五
十
周
年
記
念
公
演
へ
の
祝
花 

歌
舞
伎
研
究
会
三
田
会 

丹
野
義
夫
様 

き
む
ら
様 

（
公
財
）
現
代
人
形
劇
セ
ン
タ
ー
様 

内
藤
株
式
会
社 

豊
澤
雛
司
様 

（
公
社
）
日
本
芸
能
実
演
家
団
体
協
議
会 

野
村
萬
様   

会
報
編
集
委
員
／
鶴
澤
寛
也
・
竹
本
佳
之
助 

鶴
澤
津
賀
花
・
竹
本
駒
佳
・
竹
本
越
里 

  

日　時 会場 開演時間

 1月20日(木） お江戸日本橋亭 18時30分

 2月20日（日） 紀尾井小ホール 13時30分

 3月20日（日） お江戸日本橋亭 13時30分

 4月20日（水） お江戸日本橋亭 18時30分

 5月20日（金） お江戸日本橋亭 18時30分

 6月20日（月） お江戸日本橋亭 18時30分

 7月16日（土） 国立演芸場 18時30分

 8月20日（土） お江戸日本橋亭 13時30分

 9月19日(月・祝） お江戸日本橋亭 13時30分

 10月20日(木) お江戸日本橋亭 18時30分

 11月20日（日） お江戸日本橋亭 13時30分

 12月18日(日） 紀尾井小ホール 13時30分

　令和４年女流義太夫演奏会 公演予定
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